
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

政務活動費の公表
政務活動費は、毎年度、その支出内容について、収支報告書に領収書等を添えて議長

に提出します。
ここでは、令和元年度に各会派へ交付した政務活動費の収支概要をお知らせします。

政務活動費とは
議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派に交付するものです。
当市議会では、議員一人当たり年額24万円（月額２万円）を支給しています。
主な使途としては、調査研究に要する事務経費のほか、地方自治に関する書籍の購入、先進施策を行ってい

る地方自治体への視察や、議会に関する研究フォーラム等への参加、議員の議会活動報告の発行等です。
領収書を含む全ての書類は議会図書室（田無庁舎３階）や市のホームページで公開しています。
令和元年度分は順次公開予定です。

統一会派みらい
（１人）
※1

（無所属①）

市民の目
（１人）

（無所属②）

市民派無所属
西東京
（１人）

（無所属③）

市民と市政
をつなぐ会
（１人）

（無所属④）

保守の会
（１人）
※２

生活者
ネットワーク
（２人）

立憲フォーラム
（３人）

日本共産党
西東京市議団
（４人）

西東京市議会
公明党
（５人）

自由民主党
西東京市議団
（９人）

調査研究費

視察研修費

広　報　費

広　聴　費

資料作成費

資料購入費

事　務　費

支
出
額

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費

会派の調査研究に係る活動、議会活動及び市の
政策について住民に報告するために要する経費

会派が行う住民からの要望及び意見の聴取、住
民相談等に要する経費

会派が行う調査研究に係る活動のために必要な
資料の作成に要する経費

会派が行う調査研究に係る活動のために必要な
図書、資料等の購入に要する経費

会派が行う先進地等への視察・研修等に要する
経費又は他団体等が開催する視察・研修等への
参加に要する経費

会派が行う調査研究に係る活動のために必要な事
務用消耗品の購入、事務機器のリース、文書通信
（インターネット及びファクシミリ装置を用いて
行う通信をいう。）その他事務の執行に要する経費

※1 「統一会派みらい」は、4月～8月は2人、9月～3月は1人に交付。　※2 「保守の会」は、9月～3月の交付。　※3 返還額とは、各会派の支出額が交付額を下回ったため、市に返還された金額。

        157,072    131,306  

 1,338,096   591,855   76,024   394,733   47,964   315,713   142,812   94,988   152,309  

   778,202    296,956    87,318    76,691  

     4,000    6,500  

         

 335,429   83,600   21,367   58,968   84,068    5,704    2,600  

 520,242   151,745   97,668   201,783   92,010   29,700        70,885  

 2,160,000   1,200,000   960,000   720,000   480,000   340,000   240,000   240,000   240,000   140,000  
 2,193,767   827,200   973,261   655,484   524,998   345,413   242,334   252,060   231,600   202,191  
 0   372,800   0   64,516   0   0   0   0   8,400   0  

会派名（会派人数）

支出項目

平成31年4月～令和2年3月 （単位：円）

交 付 額
支出合計
返 還 額　※3

感
染
情
報
提
供
体
制
の
改
善
を

質
問　
元
多
摩
小
平
保
健
所
長

の
丸
山
市
長
が
４
月
に
初
め
て

公
表
さ
れ
た
市
内
感
染
者
数
の

多
さ
に
率
直
に
驚
い
た
と
い
う

状
況
は
、
保
健
所
と
の
情
報
共

有
体
制
と
し
て
異
常
だ
。
感
染

状
況
の
正
確
な
情
報
共
有
こ
そ

感
染
拡
大
や
デ
マ
を
防
ぐ
。
市

長
が
先
頭
に
立
ち
情
報
共
有
・

公
開
体
制
を
改
善
す
べ
き
だ
。

答
弁　
東
京
都
に
感
染
情
報
体

制
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

介
護
現
場
支
援
強
化

質
問　
介
護
事
業
所
で
感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
の
情
報
共
有

体
制
の
強
化
が
必
要
だ
。
ま
た
、

要
介
護
者
の
ご
家
族
が
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
た
際
の
緊
急
対

応
施
設
の
対
策
を
求
め
る
。

答
弁　
国
の
通
知
の
内
容
に
よ

り
対
応
し
て
い
く
。

市
内
経
済
の
立
て
直
し
へ
！

質
問　
市
内
経
済
へ
の
影
響
は

＊
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
抜
本

的
な
改
善
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果

的
に
活
用
し
た
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
最
適
化
さ
れ
た
学

び
や
創
造
性
を
育
む
学
び
の

実
現
を
目
指
す
。
令
和
５
年

度
ま
で
に
児
童
生
徒
１
人
１

台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
と

高
速
大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
整
備
す
る
も
の
。

＊
Ｉ
Ｃ
Ｔ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ン
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
連
す
る
情
報
通

信
技
術
。

＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
。
登

録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が
交

流
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

会
員
制
サ
ー
ビ
ス
。

＊
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト

生
活
困
窮
者
等
を
支
援
す

る
際
、
新
た
な
住
居
の
提
供

を
最
優
先
に
行
う
手
法
、
又

は
そ
の
理
念
。

＊
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア

小
児
期
に
生
じ
る
特
異
的

な
読
み
書
き
障
害
。
知
的
な

遅
れ
や
視
聴
覚
障
害
が
な
く

充
分
な
教
育
歴
と
本
人
の
努

力
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
知
的
能
力
か
ら
期
待

さ
れ
る
読
字
能
力
を
獲
得
す

る
こ
と
に
困
難
が
あ
る
状
態
。

議会 NEWS

長
期
化
す
る
。
総
額
207
億
円
の

特
別
定
額
給
付
金
を
市
内
消
費

に
つ
な
げ
る
た
め
、
ま
ち
テ
ナ

等
と
効
果
的
な
連
携
を
。

答
弁　
市
内
消
費
喚
起
策
は
感

染
の
収
束
状
況
に
合
わ
せ
行
う
。

生
活
困
窮
者
居
住
支
援
強
化
へ

質
問　
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス

ト
の
理
念
に
立
つ
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
強
化
が
重
要
だ
。
住
居

確
保
給
付
金
事
業
の
さ
ら
な
る

予
算
確
保
と
、
住
居
喪
失
者
支

援
の
た
め
に
居
住
支
援
協
議
会

と
の
連
携
強
化
を
求
め
る
。

答
弁　
福
祉
丸
ご
と
相
談
窓
口

と
関
係
部
署
が
連
携
し
て
い
く
。

質
問　

３
月
か
ら
の
学
校
休
校

中
に
市
が
用
意
し
た
子
ど
も
の

居
場
所
は
。

市
長　
子
ど
も
の
居
場
所
確
保

の
一
環
と
し
て
、
学
童
ク
ラ
ブ

の
開
所
時
間
を
拡
充
し
、
対
応

し
た
。

教
育
長　
保
護
者
の
都
合
に
よ

り
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
困
難

な
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
や
、

校
庭
開
放
を
実
施
し
た
。

意
見　
緊
急
事
態
宣
言
後
は
、

学
童
の
受
け
入
れ
も
規
模
が
縮

小
と
な
り
、
校
庭
開
放
な
ど
も

な
く
な
っ
た
。
ボ
ー
ル
広
場
も

閉
鎖
さ
れ
、
子
ど
も
の
居
場
所

が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
た
。

西
東
京
市
子
ど
も
条
例
第
12
条

は
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た

め
に
子
ど
も
の
考
え
や
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
に
備
え
知
恵
を
絞
り
、
子

ど
も
の
居
場
所
の
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　
５
月
よ
り
中
高
生
の
妊

娠
の
相
談
が
急
増
し
て
い
る
と

報
道
が
あ
る
。
「
子
ど
も
相
談

室
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」
で
も
相
談

は
受
け
つ
け
て
い
る
か
。

部
長　
妊
娠
、
そ
れ
に
か
か
わ

る
相
談
、
悩
み
等
ど
ん
な
こ
と

で
も
相
談
を
受
け
る
。

質
問　
性
教
育
は
重
要
と
考
え

る
。
中
学
校
で
の
状
況
は
。

部
長　
東
京
都
教
育
委
員
会
が

作
成
し
た
性
教
育
の
手
引
を
活

用
し
、
学
校
全
体
で
共
通
認
識

を
図
る
こ
と
を
周
知
す
る
予
定
。

質
問　
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
、

丸
山
市
長
は
市
民
に
対
し
、
適

切
に
情
報
を
提
供
で
き
た
か
。

市
長　
情
報
発
信
に
つ
い
て
は

改
善
点
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

意
見　
感
染
者
数
の
み
の
公
表

は
不
安
を
増
長
す
る
。
詳
細
で

有
益
な
情
報
提
供
を
求
め
る
。

質
問　
介
護
事
業
所
の
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
市
の
方
針
が

明
確
に
示
さ
れ
ず
、
現
場
が
混

乱
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
改
善
を
求
め
る
。

市
長　
国
・
都
の
通
知
等
の
周

知
が
重
要
と
考
え
提
供
し
て
き

た
が
、
こ
の
間
の
課
題
を
踏
ま

え
、
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問　
サ
ロ
ン
活
動
の
長
期
休

止
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
は
。

部
長　
外
出
・
運
動
・
交
流
の

減
少
に
伴
う
高
齢
者
の
閉
じ
こ

も
り
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

意
見　
担
い
手
の
多
く
も
高
齢

者
。
活
動
再
開
に
向
け
、
担
い

手
の
安
全
安
心
を
支
え
る
取
り

組
み
が
不
可
欠
だ
。

質
問　
コ
ロ
ナ
で
登
校
で
き
な

く
な
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
の
学

び
を
止
め
な
い
仕
組
み
が
必
要

だ
。
双
方
向
性
を
持
つ
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
整
備
は
、
不
登
校

の
子
ど
も
の
学
習
権
保
障
に
も

寄
与
す
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
選
定
・
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
子
ど
も
へ

の
合
理
的
配
慮
を
求
め
る
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
の
学
習

意
欲
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
ド

リ
ル
学
習
の
要
素
を
持
つ
オ
ン

ラ
イ
ン
教
材
の
活
用
を
図
る
。

＊

＊

一般質問 (5)、用語の解説、議会NEWS

コ
ロ
ナ
禍
の
介
護
現
場
、
地
域
経
済
、

市
民
生
活
を
守
り
抜
く
！

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
③
）

子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
せ
よ
！

早
期
に
中
学
生
に
性
教
育
を
！後藤

　
ゆ
う
子
（
ネ
ッ
ト
）

止
ま
ら
ぬ
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

市
は
適
切
な
情
報
発
信
を
！か

と
う
　
涼
子
（
ネ
ッ
ト
）

用
語
の
解
説

令和２年8月15日　 発行 第88号 （６）

西東京市


